令和６年度　旧野幌屯田兵村財産審議会会議録

●日時：令和６年６月５日（水）　１０時００分～１０時１５分
●場所：江別市民会館３１号室
●出席者：〈委員〉７名


　 平野会長・梶野量久副会長・岡委員・桑原委員・小柳委員・島﨑委員・
山田委員


　  (欠席５名　梶野雅裕委員・木村委員・湯川委員・湯谷委員・吉原委員)

　 〈市〉６名


　 白崎総務部長・東総務部次長・中村総務課長・中村主任・

矢幅主幹（農村整備担当）・山田農村環境整備係長

●傍聴者：なし

１　開会　　　　　平野会長　

(１) 会長挨拶　　

２　総務部長挨拶　白崎総務部長

３　議事
　　

(１) 報告事項

ア）旧野幌屯田兵村振興基金について

平野会長：それでは議事に入ります。（１）報告事項を議題といたします。
ア）旧野幌屯田兵村振興基金について、事務局に報告を求めます。
事務局から報告をお願いします。

中村主任：お手元の資料１ページをご覧いただきたいと思います。

旧野幌屯田兵村振興基金について、ご説明を申し上げます。この基金は、昭和４１年、野幌屯田兵村区の解散に当たりまして市にご寄附をいただいた、
２０，０００，０００円を積み立てて管理しているものであります。

資料１ページには、昭和４１年度から昭和６２年度まで、資料２ページには、昭和６３年度から平成２７年度まで、資料３ページには、平成２８年度から令和５年度までの運用状況を記載しております。令和５年度は、令和４年度末の残高である２１，６８２，５６３円を、１年間銀行に預託したことに伴う利子収入２５３円を加え、令和５年度末（令和６年３月３１日現在）の残高は２１，６８２，８１６円となっております。令和６年度においても、全額を銀行に預託しております。
基金につきましては、最も有利かつ確実な方法により管理するため、平成１３年度までは定期預金などにより運用し、利子収入を生んでおりました。
しかし、平成１４年４月から銀行のペイオフ対策が必要となり、平成１４年度から平成１６年度までは普通預金(利率0.001％)に預託したため、結果としてほとんど利子収入を生まないという状況となりました。

また、平成１７年度からは、金融機関が破たんした場合でも市の借入金と当預金を相殺できることに着目し、現在まで定期預金で運用しているところであります。
以上が旧野幌屯田兵村振興基金の状況であります。
平野会長：ただいまの報告につきまして、質疑はありませんか。
（なし）

平野会長：質疑がないようですので、本件については、以上で終わります。

イ）江別市兵村防風林維持管理事業について

平野会長：次に、イ）江別市兵村防風林維持管理事業について、事務局に報告を求めます。

中村主任：お手元の資料４ページをご覧いただきたいと思います。

江別市兵村防風林維持管理事業について、ご説明を申し上げます。令和５年度の事業実績ですが、強風等に伴う風倒木が少なかったため、委託料を減額し、実施しております。下草刈につきましては８月に委託により実施しております。
委託料は１，５４０，０００円であります。倒木等の処理につきましては令和５年４月から令和５年８月まで委託により実施しております。委託料は
４７２，２００円であります。
今後の予定につきましては、強風等で発生する風倒木等は従来どおり市で伐採処理を行います。
なお、５ページ及び６ページは令和６年５月現在の写真であります。
説明は以上です。

平野会長：ただいまの報告につきまして、ご質問ありませんか。
（なし）
平野会長：それでは、本件については以上で終わらせていただきます。

平野会長：（２）その他につきまして、事務局より何かありましたら、説明をお願いいたします。

事務局：特にございません。

平野会長：委員の皆さんからその他につきまして何かありましたら、発言願います。

（なし）

　　平野会長：他にないようですので、以上をもちまして本日の審議会を閉会いたします。

